
BE THE INSPIRATION
インスピレーションになろう

★東山荘
★12：30点鐘
★眼と健康
　眼科オガタ医院　院長　緒方正史様
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次　回
11月22日の
例　会

週報
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国際ロータリー第2620地区

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

林　準君・勝又　厚君・長島和彦君・根上眞一君 
長田　崇君・長田富夫君・芹澤隆博君・渋谷　一君
戸栗太平君・豊山　篤君・内海宣彦君・若林洋平君

60名 58名 46名 79.31％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（12名）11/8の出席報告

●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／
　企業訪問
　キリンディスティラリー富士御殿場蒸溜所
　職業奉仕委員会委員長　勝又重春君　
　
　

第2539回　例会プログラム

●会員誕生日／11月20日　勝又博文君
●結婚記念日／11月16日　勝又　厚君　秀子様　ご夫妻
　　　　　　　11月17日　山﨑伊久雄君　久子様　ご夫妻
　　　　　　　11月18日　小早川豊一君　かず代様　ご夫妻
　　　　　　　11月18日　山口幸男君　勝子様　ご夫妻
●皆　出　席／11月８日　池谷正徳君（６年）
　　　　　　　11月９日　梶原一正君（29年）

会　員　慶　事
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会 長 挨 拶

11月は「ロータリー財団月間」  
　11月は「ロータリー財団月間」です。地元と世界各地で活躍する会員の貢献を共に
祝いましょう。

　また11月27日は、「ギビングチューズデー（寄付の火曜日）」です。これは、慈善団体や個人に寄付を呼び
かけるオンライン上での国際的な運動です。この機にロータリー財団への寄付をぜひご検討ください。
　財団への寄付によって、ポリオから子どもたちを守るワクチンの購入や、紛争解決に取り組む平和構築者へ
の研修、そしてよりよい未来のための持続可能な地域社会づくりが可能になります。「変化をもたらす」ため
のご寄付にご協力ください。    
ロータリー財団
　ロータリー財団の使命は、ロータリー会員が健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済すること
を通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることです。
　非営利組織である当財団は、ロータリー会員をはじめ、より良い世界を築こうというビジョ
ンを共有する財団支援者の方々からの自発的な寄付のみによって支えられています。ご寄付は
ロータリー財団の補助金となり、助けを必要とする地域社会に持続可能な変化をもたらす活動
に役立てられています。

会長挨拶用
ＱＲコード

望 月 　 茂



鎌野　篤志

望月　　茂
芹澤　正明
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10/25のメーキャップ11/8のスマイル
10月17日
10月17日
10月19日
10月24日
10月25日
10月28日
10月28日
11月３日
11月３日
11月３日

長 泉 Ｒ Ｃ
長 泉 Ｒ Ｃ
せせらぎ三島ＲＣ
サンライズEクラブ
大 阪 Ｅ ク ラ ブ
地 区 大 会
地 区 大 会
オープンハウス
オープンハウス
オープンハウス

鈴木　善明君
山﨑伊久雄君
山内　強嗣君
渡辺　修司君
若林　洋平君
長谷川雅也君
橋本　喜市君
大胡田明寿君
鈴木　榮一君
堀口　廣司君

ロータリー財団委員長

勝 又 敏 雄 君

ロータリー財団月間に因んで

・先日のオープンハウスには多くの方にご参加
いただき、ありがとうございました。
　望月会長、芹澤幹事

・先週はお祝いをありがとうございました。あ
まりお祝いしていただくと長生きできなく
なってしまうので、もうこれっきりにしてく
ださい。齋藤　保君

・オープンハウスにご協力ありがとうございま
した。コーヒーなど、あまりがあります。購
入にご協力をお願いいたします。勝又　厚君

・11月14日、東山荘チャリティーゴルフがあ
ります。ロータリーの皆さんにも大変おせわ
になります。堀口廣司君

司　会
勝又　淳君

ソングリーダー
秋田悦夫君

出席報告
鈴木善明君

皆出席
土屋闊正君

　ロータリーで一番分からなかったのがロータリー
財団でした。難しいのは職業奉仕です。
　そして米山記念奨学生の制度は大変すばらしいの
ですが、奨学生の選考方法には合点がいかないのは
私だけでしょうか。
　ロータリー財団は、国際親善奨学金制度を設け、
自国からの留学生の支援や、技術研修のため研究グ
ループ交換（GSE）等の事業をおこなってまいり
ました。
　2010－11年度にはロータリー財団プログラムを
見直すためにパイロット地区を設け、新たな補助金
制度を検証してきました。
　そして、2013年７月より「未来の夢計画」と称
して新しい補助金システム（地区補助金・グローバ

ル補助金）が構築されて、多様な奉仕活動に活用で
きるようになり、大きく変革いたしました。
　我がクラブでは、全会員がロータリー財団への年
次基金への寄付を行い、20年ほど前からは、会長
は恒久基金に＄1,000寄付をしてベネファクターの
認証をうけてまいりました。
 ロータリー財団は、寄付していただいた基金は年
次基金は３年後に全額を、恒久基金の原資は使わず
に運用益を、国際財団活動資金（WF）に50％、地
区財団活動資金（DDF）に50％に振り分け、WFは
ロータリー財団管理委員会が、DDFは地区が使途
を決定します。
 それから、使途指定寄付金は、全世界でポリオの
撲滅をめざす「ポリオプログラム」やロータリー平
和フェローシップ等を推進してまいりました。
　私は、2013－14年度の会長を務めさせていただ
いた時、2012年12月に開催された「未来の夢計
画」に関するロータリー財団セミナーに、ロータ
リー財団委員長予定者の豊山徹也君に同行し、さら
に、今年３月に滝口さんと地区補助金管理セミナー
に参加する機会があり、ロータリー財団について少
し理解できた気がしたので、配布した資料に基づい
てロータリー財団月間での卓話をいたします。


